資料紹介 下村観山自画像 -早稲田大学図書館蔵 「鶏肋雑稿」 (市島春城資料のうち) より- by 藤原 秀之
ふみくら  No.9?
7
　下村観山（1873 － 1930）と言えば、日本近代画壇
を代表する画家であることはもちろん、早稲田大学図
書館にとっては横山大観（1868 － 1958）とともに「明
暗」の作者として知られている。「明暗」は 1925 年（大
正 14）に竣工した早稲田大学図書館（現在の早稲田大
学 2 号館）の中央階段ホールに 1927 年（昭和 2）に掲
額された絵画であり、直径 4m を超える一枚漉の和紙、
岡大紙を用い、黒雲の中を金色に輝く日輪が昇りくる
さまを描いた大作で、おもに日輪を観山が、雲を大観
が描いたと言われている 1）。現在、高田早苗記念研究
図書館、會津八一記念博物館などとして使用されてい
る 2 号館が図書館（本館）であった頃はもとより、今
日もなお、大学を代表する文化財であると言ってよい
だろう。
　今回、早稲田大学となってから最初の図書館長であ
る市島謙吉（春城、1860 － 1944）の関係資料（「市島
春城資料」、早稲田大学図書館蔵）を調査する過程で、
観山に関する新しい資料が発見されたので、ここに紹
介することする。それは観山が描いた自身の似顔絵、
すなわち自画像（以下、本図とする）である。
資料紹介　下村観山自画像
－早稲田大学図書館蔵 「鶏肋雑稿」 （市島春城資料のうち） より－
藤原　秀之 （戸山図書館担当課長）
下村観山自画像（市島春城撰「鶏肋雑稿」より）
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　自画像と言っても、作品として製作されたものでは
なく、ある会合で春城と同席した観山が手近にあった
2 枚の小紙（16.9 × 12.5、22.0 × 13.8 cm）に墨で描
いたものである。後述するように署名代わりに手早く
描いたとされるものなので、作品としての完成度を議
論するようなものではないかもしれないが、その描き
慣れた筆致は、特徴的な観山の面影を確実に伝えるも
のとなっている。
　本図は春城の「下村観山の似顔印」と題した文章と
ともに彼の筆録に貼り込まれている（以下、本資料と
する）。後にその全文を翻刻紹介するが、要点はといえ
ば、近時下村観山とある会合で同席する機会が多いが、
観山はその会合に前田家 2）からの帰りに参加していた
という。春城が前田家で何をしているのか尋ねると、
明治天皇が前田家に行幸した際の様子を絵巻物とする
よう依頼され、現在その作業中であること、さらには
観山の言葉として「当日を目撃したる訳けにあらされ
バ写すこと困難なり」とし、前田家が明治天皇の前に
並べた調度品を当日のままに陳列し、そこからのイメー
ジで下図を描く苦心が具体的に記されている。また一
方では、「絵巻物の下図を作る序に前田家の蔵什の拝見
の出来たのは、自分に取り何寄りの幸也」と、様々な
貴重な所蔵品を目の当たりにできることは何にも代え
がたい喜びだと述べている。そうした観山との懇談の
中に本図にまつわる記述がある。すなわち、観山は洋
行中 3）は「実印花押の代りに」自分の肖像画と名前を
書いて済ませていたと言って、「鼻紙を取り出して書き
て示されたるがおもしろく、なるほどそれは画家でな
けれバ出来ぬわざ」と感じたと言うのである。肖像画
が 2 枚ある（図版参照）のは、最初に書いたもの（図
版右）が簡単だったのでもう少し丁寧に書いてほしい
と春城が依頼し描いてもらったためであり、署名（「K 
SM」か）も観山自身によるものだという。
　さてここで本図の所在についてあらためて確認して
おこう。本図が貼り込まれているのは春城が遺した「鶏
肋雑稿」4）と題する筆録である。春城は生涯にわたって
日誌を記したが、日誌と同程度か、年によってはそれ
以上の分量の筆録類や貼込帖を遺している。日誌が日々
の出来事について日を追って記しているのに対し、筆
録はそれぞれの時に思ったこと、見聞きした内容を記す
とともに関連資料を貼り込んでいるので、日誌と筆録
を併せて調査することで、その時々の春城の行動や思
想を追うことができるようになっている。ただ、「鶏肋
雑稿」には成立年が明記されておらず、内容も 1918 年
（大正 7）の日誌に見られる「膝栗毛輪講」の記事 5）や
同年に没した吉田東伍に関する「故吉田博士と「鉢の木」
并ニ「猿楽起原」」と題する一文を載せる一方、1927 年
早稲田大学出版部から刊行された『随筆春城六種』に
収載される「骨董のかげ口」の草稿も綴じ込まれており、
明確な成立時期を確定することが難しい。そこでその
他の記述から本図が描かれたおおよその時期を特定し
てみたい。
　前田家にとって東京本郷の邸宅への天皇行幸はかね
てからの宿願であり、それが実現したのは 1910 年（明
治 43）7 月のことであった 6）。その時期の観山と春城
の関係を見てゆくと、「観山会」の存在が浮かび上がっ
てくる。観山会は高田早苗や渋沢栄一らを中心に発足
した観山の後援会で、春城もそのメンバーだった 7）。
春城の日誌や筆録を見ると 8）、1911 年（明治 44）3 月
の観山会発会に関する記事に始まり、1914 年（大正 3）
12 月の第一期最終回、さらには翌年の画集刊行までの
記述があり、特に 1913 年（大正 2）、1914 年には何
度も観山会に足を運んでいる。会は、毎回会員の一人
が会主となり、観山が持参した作品を購入する形式と
なっていたようで、春城も 1914 年 1 月の会で作品（「高
士月夜納涼の図」）を得、2 月は会主として主催してい
る。本図も春城が観山会に頻繁に参加していた 1913、
1914 年頃に入手したものと考えられる。そして本資料
の冒頭に「両三年前」とあり、前述のように 1918 年頃
の記事が貼り込まれていることを考えると、おそらく
1917、1918 年頃になってから、それ以前に入手してい
た本図を貼り込み、関連する記事を書いたのであろう。
　ところで観山が外遊中に似顔絵をサイン代わりに
使っていたことについては子息である下村英時も次の
ように語っている。
観山は外遊中、銀行で現金を受取ったり、官庁手続
きをする際、文字によるサインを書く代りに、自分
の似顔を描いて済ませて居りました、極めて略筆の
似顔ではありましたが、どこの国でも窓口で現金を
渡さぬようなことは全くなかったとのことでした。
筆に潜んだ個性といいますか筆ぐせといいますか、
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誠に画家は重宝な存在であります 9）。
まさにここに書かれた「似顔」が、今回紹介する肖像
画ということになる。観山がサインに代えてこうした
似顔絵を用いた理由については「ペンでのローマ字署
名を苦手とした」との指摘がなされている 10）。このよ
うに観山の似顔絵サインについては、これまでもその
存在は知られていたが、実際に描かれたものについて
はあまり知られていない。その意味では文字通り新発
見の作品と言ってもよいかもしれない。
　市島春城の遺した資料の多くは、現在早稲田大学図
書館に収蔵されている。これまで館長時代の日誌を中
心に翻刻紹介され、最近では早稲田大学図書館以外で
所蔵する自筆資料や春城の生家についても紹介が進ん
でいるが 11）、全容を明らかにするまでには至っていな
い。春城の遺した資料は、早稲田大学図書館のみならず、
近代の政治、文化、風俗、その他多方面からのアプロー
チが可能な資料群である。今後、さらに調査を進めて
ゆくことが、さまざまな分野の研究の一助となれば幸
いである。
＜資料翻刻＞
○ 文中の旧字は新字にあらため、適宜読点を補った。
途中、春城自身による抹消、加筆、修正があるが、
翻刻にあたっては修正後の文章のみを記した。また
カナ「ニ」は漢数字「二」との判別のため半角とし、
2 文字以上のおどり字を示す記号として「へ」を
用いた。
○ 資料の改丁部分は「 ／ 」で示した。なお、第 1 紙は
新潟新聞社原稿用紙（1 行 17 字、7 行）、第 2 紙以後
（似顔除く）は青罫半丁 12 行の相馬屋製の料紙を使
用しており、いずれも青罫半丁 11 行の東京榛原製の
料紙に貼り込まれている。
市島春城「下村観山の似顔印」
両三年前の事である、度々同人と共ニ下村観山と同席す
ることかあつた、観山その頃しばへ前田公爵家へ出
入した、会合したその日も前田家を訪ふた帰へりに会ニ
臨むだ、何用で行くのかと聞へて見たら△／（前 3 行
抹消）△前田家ては先帝の行
（ マ マ ）
啓、引つゝき皇太后、東
宮の行啓紀念ニ三巻の絵巻物を作らんとて、画を観山に
嘱したるか故と云ふ、観山曰く、当日を目撃したる訳
けにあらされバ写すこと困難なり、切めても当／日飾
られたる調度其他一切のものを其時の通りに陳列を請
ふて下図を作りつゝあり、陳列品は抵ね同家の珍宝也、
陛下か二度までも御覧セられたる宝剣も拝見すること
を得たり、装飾如何にも質朴のもの也、室は抵ね革
カワ
を
巻き、木綿の打紐つきあり、なかへ長き刀なり、銘
は「てんこ」と三字仮名に彫りありなり、絵巻の詞書
は誰れが書くかいまた定まらさる模様など語つた、い
ろへの話しの序に、観山洋行中の事を語る、外国で
銀行へ為替を取り行く時から、フト考へて在外中必要
の場合にやりましたのは実印花押の代／［ここに観山
似顔絵あり］／りに自分の肖像を名前と共に書きまし
た、と云ふて鼻紙を取り出して書きて示されたるがお
もしろく、なるほどそれは画家でなけれバ出来ぬわざ、
しかしそれが真の実印に相違ない、切めてものことに
今少しく丁寧に似顔か書いてほしいと注文して更らに
書きたるものは次きの絵也、満座哄然として興に入る
（洋字も観山自筆也）、観山の前田家に就ての話ニ曰く、
絵巻物の下図を作る序に前田家の蔵什の拝見の出来た
のは、自分に取り何寄りの幸也、前月来、専ら裂
キレ
地類
を拝見しつゝ／あり、かねて評判に聞く如く、実に盛
んな者也、世間で何寸位さへ無い貴い名物裂
キレ
か反物と
なりて居る、皆な渋を引いた紙に包まれて居る、けふ
は天鵞絨部類を拝見した、実に種類の沢山あるに喫驚
した、地は多く厚くいろへの模様か織
お り
り出してある、
此等の裂地を拝見の序に有名なものを拝見した、それ
は明か豊太閤に封冊を贈つたその時、王服三領を使者
に持たセて遣ハしたと伝ハつてありますが、その三領
の内の一ツであります、これも反物となつて居ります、
併し服の形に裂る様に指定されて／居る、如何にも立
派なもので、胸辺には龍の蟠まつて居る刺繍かあり、
前面の左右には日月の模様かあり、刺繍の中には孔雀
の毛か織り込むてあります、流石ニ王服たるに恥ちぬも
のと認められました、云々、此話に拠つて見ると、封
冊は豊公怒つて棄てたのが今は石川子爵家ニ在り、服は
前田家に存して居ることがわかる、流石に日本は古る
いものか儼然として存しておつてうれしい、（後 3 行抹
消）
ふみくら  No.9?
10
＜注＞
1） 「明暗」（『早稲田大学図書館所蔵貴重資料』、http://www.
wul.waseda.ac.jp/collect/other/meian.html）参照。
2） 侯爵・前田利為（1885 － 1942）。①木下直之 ｢ 前田侯爵
の西洋館―天皇を迎える邸―」（西秋良宏編『東京大学コ
レクション』10 ＜加賀殿再訪＞、東京大学総合研究博物
館、2000 年）②菊池紳一『加賀前田家と尊経閣文庫』（勉
誠出版、2016 年）参照。
3） 観山は 1902 年（明治 35）から 1905 年（明治 38）ま
でイギリスを中心にヨーロッパに留学している。①下村
英時『下村観山伝』（大日本絵画、1981 年）、および②
『KANZAN　第三の男・下村観山』（駿府博物館 ､2014 年）
参照。
4） 市島春城資料．233（早稲田大学図書館所蔵、請求記号：
ｲ 4 1919 233、貴重書扱）。表紙には「己酉雑記　一」、
右端に「明治四十二年一月上澣起筆」とあったものを墨
線で抹消し、新たに「鶏肋雑稿」と題署している。
5） 「膝栗毛」と題する一文が収載されているが、これは十返
舎一九の膝栗毛の輪講会（幹事・三田村鳶魚。春城は不
参加）から、刊本に寄せる序文を依頼されたことに関す
る記事である。春城の同年（1918 年）の日記「双魚堂日
誌」の 3 月 1 日条に以下の記述がある。「（前略）三田村
玄龍より嘱された膝栗毛輪講の版本第二巻ニ題する序文
を試みニ草す、尚ほ推敲を要す」。
6） 前掲注（2）①、②参照。このとき描いた絵巻「臨幸画巻」
は、「麟、鳳、亀、龍」の 4 巻からなり、尾上八郎（柴舟、
1876–1957）の書を得て 1931 年（昭和 6）に完成した。
7） 前掲注（3）①書、および観山会編『観山画集』（精華社、
1915 年）参照。
8） 「双魚堂起居注」、「双魚堂日誌」「双魚堂日載」（いずれも
「市島春城資料」のうち。古典籍総合データベースに画像
が掲載され、日誌は春城日誌研究会による翻刻も『早稲
田大学図書館紀要』に収載されている。
9）前掲注（3）①書、p109 補註 2。
10） 八柳サエ「下村観山の滞英時代について－≪ダイオゼニ
ス≫考」（『横浜美術館研究紀要』5、2003 年）。
11） 市島春城に関する主な研究としては、春城日誌研究会「春
城日誌」1 － 29（『早稲田大学図書館紀要』26 － 63）、
春城日誌研究会「市島春城年譜」（『早稲田大学図書館紀
要』57、2010 年）、拙稿「解説と解題」（『市島春城随筆集』
11、クレス出版、1996 年）、金子宏二「『憶起録』解題・
翻刻」（『早稲田大学図書館紀要』58、2011 年）、拙稿「市
島春城の生家、角市市島家の歴史について～翻刻・新潟
県立図書館所蔵「吾家之歴史」～」（『早稲田大学図書館
紀要』62、2015 年）、同「春城市島謙吉、若き日の政治
論―翻刻紹介・市島春城「還魂紙料」―」（『日本史攷究』
40、2016 年）、同「翻刻解題　市島春城「自叙伝材料録
　一」」（『早稲田大学図書館紀要』64、2017 年）等参照。
冒頭部分
